
第１４０号

令和７年４月
発　行　羽村市農業委員会
羽村市緑ヶ丘5-2-1
電　話　042-555-1111

　２月２０日に、第６６回東京都農業委員会・農業者大会が昭島市で開催されました。
農業後継者顕彰【東京都知事賞】【東京都農業会議会長賞】は、安達久登さん・緑さん、
農業委員会等功労者表彰【農業功労者感謝状】は、渡邉喜助さんが受賞しました。
※4ページに記事を掲載していますのでご覧ください。 

 

第６６回東京都農業委員会・農業者大会
農業後継者顕彰・農業委員会等功労者表彰



２

　
羽
村
市
農
業
委
員
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委
員　

石
田　

博
重 

 

日
本
人
気
で
思
う
こ
と

　
昔
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
た
頃
、

ゴ
ル
フ
の
練
習
場
で
バ
イ
ト
し
て
い
た

ア
メ
リ
カ
人
の
高
校
生
と
親
し
く
な
り

ま
し
た
。
野
茂
投
手
が
活
躍
し
て
い
た

頃
で
、
彼
も
野
茂
選
手
の
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
田
舎
と
い
う
こ
と
も

あ
り
日
本
人
と
接
触
す
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
と
話
し
て
い
て
感
じ
た
の
は
、

彼
の
中
で
は
、
日
本
人
ま
た
は
日
本
と

い
う
と
魚
臭
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

去
年
の
訪
日
外
国
人
は
、
三
千
六
百

万
人
以
上
に
な
り
ま
し
た
。
昔
で
は
、

考
え
ら
れ
な
い
観
光
大
国
に
日
本
も

な
っ
た
も
の
で
す
。
日
本
の
潔
癖
さ
、

食
べ
物
、
イ
ン
フ
ラ
、
景
観
、
人
の
親

切
心
等
、
外
国
人
は
、
色
々
な
と
こ
ろ

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
前
述
の
彼
の
よ
う
に
外
国
人
は
生
魚

と
か
海
藻
な
ど
に
抵
抗
あ
る
人
が
多
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
分
変
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
美
味
し
さ

が
理
解
さ
れ
、
寿
司
を
は
じ
め
日
本
食

は
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　

あ
の
頃
は
、
バ
ブ
ル
の
時
で
、
日
本

は
特
別
な
文
化
を
持
っ
た
国
で
あ
る
と

い
う
こ
と
、
だ
か
ら
経
済
発
展
も
で
き

た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら

お
う
と
、
自
分
は
無
意
識
に
し
て
い
た

の
だ
と
、
今
振
り
返
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
特
別
な
ん
だ
と
ど
こ
か
で
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　

最
近
日
本
に
来
て
い
る
外
国
人
が
出

て
い
る
動
画
を
時
折
み
た
り
し
ま
す
。

逆
に
日
本
が
特
別
な
国
と
思
っ
て
い
る

外
国
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
日
本
に
あ

こ
が
れ
、
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
う
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
私
も
映
画
と
か
色
々
な
こ
と
で
あ

こ
が
れ
を
抱
き
ア
メ
リ
カ
に
行
き
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
言
わ
れ
て
い
た
の
が
日

本
は
ハ
ー
ド
面
は
強
い
が
、
ソ
フ
ト
の

面
が
弱
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
は

逆
転
し
ま
し
た
。
海
外
の
国
の
中
で
は

日
本
の
文
化
的
影
響
の
大
き
さ
に
恐
れ

る
声
ま
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　

私
達
の
身
の
回
り
で
も
多
く
の
外
国

人
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
地
に
行
っ
て
も
余
り
に
も
混
ん
で

い
る
の
も
個
人
的
に
は
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
犯
罪
が
増
え
た
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
じ
め
ず
自

分
達
だ
け
の
社
会
を
築
か
れ
る
の
も
良

く
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　

日
本
の
文
化
を
尊
重
し
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　

我
々
日
本
人
は
ま
す
ま
す
寛
容
さ
を

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
来
日
す

る
人
が
大
勢
に
な
っ
て
く
る
と
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
ね
。

　

私
も
日
本
人
と
し
て
色
々
考
察
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



農
業
委
員
会
視
察

３

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
認
定
証
交
付
式

プ
ロ
か
ら
学
ぶ

　
令
和
６
年
12
月
17
日
、
東
京
都

農
林
水
産
振
興
財
団
に
よ
る
、
令
和

６
年
度
地
域
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
事
業(

東
京
の
青
空
塾) 

の
認
定
書

交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
講

座
は
、
全
三
回
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

宮
川
修
典
さ
ん
の
畑
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
る
山
口
利
美
さ
ん

が
受
講
し
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
21
日
、
羽
村
東
小
学
校
の
六
年
生

を
対
象
に
「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
た

授
業
が
行
わ
れ
、
農
業
委
員
の
阿
部
慎
也

さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
農
業
の
や

り
が
い
や
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
日
々

の
農
業
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は

と
て
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
、

メ
モ
を
取
っ

て
い
ま
し
た
。

 

　
そ
の
他
の
活
動

　
1
月

　
　
　
6
日
　
　
　 

初
売
り

　
　
　
24
日
　
　
　 

農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
30
・
31
日
　
西
多
摩
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
視
察

　
2
月

　
　
　
6
・
7
日
　
農
業
委
員
会
視
察

　
　
　
14
日
　
　
　
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
処
分

　
　
　
20
日
　
　
　
農
業
者
大
会

　
　
　
25
日
　
　
　
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
27
日
　
　
　
大
賀
ハ
ス
系
統
保
存
講
習
会(

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
と)

　
3
月

　
　
　
4
日
　
　
　
農
業
団
体
協
議
会
・
農
産
物
直
売
所
合
同
視
察

　
　
　
25
日
　
　
　
農
業
委
員
会
総
会

　

　
２
月
６
日
・
７
日
の
二
日
間
、
農
業
委

員
会
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
一
日
目

は
、
神
奈
川
県
三
浦
市
の
㈱
ピ
ー
カ
ブ
ー

で
、
農
福
連
携
を

取
り
入
れ
た
三
浦

か
ぶ
の
出
荷
作
業

等
を
見
学
し
ま
し

た
。
二
日
目
は
、

神
奈
川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ

コ
ン
の
圃
場
見
学

と
講
義
を
受
け
、

寺
家
ふ
る
さ
と
村

で
水
田
保
全
状
況

を
見
学
し
、
と
て

も
有
意
義
な
視
察

に
な
り
ま
し
た
。

第
９
回
は
む
ら
激
辛
フ
ェ
ス 

２
０
２
５

　 　
１
月
29
日
「
第
９
回
は
む
ら
激
辛

フ
ェ
ス
２
０
２
５
」
の
開
催
を
前
に
、

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
会
長
で
羽
村
産

唐
辛
子
を
生
産
し
て
い
る
中
野
修
一

さ
ん
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
か
ら
取
材
を
受

け
ま
し
た
。
飲
食
店
が
、
羽
村
産
唐

辛
子
を
使
っ
た
激
辛
料
理
を
提
供
す

る
毎
年
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
農
業

後
継
者
ク
ラ
ブ
と
商
工
会
青
年
部
の

コ
ラ
ボ
企
画
で
す
。

西
多
摩
地
方
農
業
委
員
会

連
合
会
先
進
地
視
察

　
農
業
委
員
会
会
長
と
事
務
局
で
１

月
30
日
・
31
日
の
二
日
間
、
先
進
地

視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
、

茨
木
県
つ
く
ば
市
の
国
立
研
究
開
発

法
人
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
に
お
い
て
、
上
級
研
究
員

に
よ
る
講
義
を
受
け
、
食
と
農
の
科

学
館
見
学
も
行
い
ま
し
た
。
二
日
目

は
、
千
葉
県
香
取
市
の
オ
オ
ノ
農
園

で
落
花
生
を
使
っ
た
六
次
産
業
化
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。



　２
月
20
日
、
第
六
十
六
回
東
京
都
農
業

委
員
会
・
農
業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、

Ｆ
О
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
ホ
ー
ル
（
昭
島
市
民
会

館
）
に
て
農
業
後
継
者
顕
彰
と
農
業
功

労
者
表
彰
の
受
賞
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
池
東
京
都
知
事
も
来
場
し
、

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

４

第
四
十
四
回 

農
業
後
継
者
顕
彰

「
東
京
都
知
事
賞
」

「
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
」

安
達 

久
登
さ
ん

安
達 

緑
さ
ん

第
五
十
一
回 

農
業
委
員
会
等
功
労
者
表
彰

「
農
業
功
労
者
感
謝
状
」

渡
邉 

喜
助
さ
ん

第
六
十
六
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会

(

公
財)

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

「
新
規
就
農
者
に
贈
ら
れ
る
賞
」

　
　

  

　

中
村 

大
輔
さ
ん

　　
　

東
京
都
内
で
、
新
規
に
就
農

　
し
、
農
業
の
担
い
手
と
な
る
意

　
欲
や
農
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が

　
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
表
彰
さ

　
れ
ま
し
た
。

「
学
校
給
食
出
荷
に
取
り
組
む

　
　
農
業
者
へ
の
東
京
都
知
事
感
謝
状
」

　

羽
村
産
野
菜
を
10
年
以
上
に

渡
っ
て
学
校
給
食
向
け
に
出
荷

し
、
さ
ら
に
市
内
に
農
地
を
借

り
多
く
の
作
物
を
作
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
東
京
都
知
事

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　(

公
財)

内
田
農
業
振
興
会

 

「
農
業
者
功
労
賞
　
緑
綬
功
労
章
」

　

　

地
域
農
業
の
振
興
と
農
業
団

体
の
発
展
に
尽
力
し
、
地
域
に

密
着
し
た
農
業
経
営
を
行
い
、

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

宮
川 

豊
さ
ん

　
家
族
で
役
割
分
担
を
行
い
な
が
ら
、
安

心
・
安
全
な
野
菜
作
り
に
取
り
組
み
、
年

間
約
20
種
類
の
旬
の
野
菜
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
多
品
目
で
、
東
京
都
エ
コ
農
産
物

認
証
を
受
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
新
鮮
野

菜
を
農
産
物
直
売
所
、
ス
ー
パ
ー
や
、
生

協
に
出
荷
す
る
な
ど
地
産
地
消
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
研
修
に
積
極
的

に
参
加
し
、
獣
害
の
対
策
や
、
温
暖
化
に

対
応
し
た
栽
培
技
術
の
習
得
、
機
械
化
を

進
め
て
生
産
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
羽
村
市
の
農
業
を
背

負
う
担
い
手
と
し
て
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
二
期
、
六
年
間
農
業

委
員
を
務
め
、
羽
村
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
の
設
立
に
携
わ
る
な
ど
、
羽
村
市
の
農

業
振
興
に
功
労
し
、
市
内
農
地
で
都
市
農

業
と
し
て
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に

取
り
組
み
、
農
業
振
興
・
地
域
振
興
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
各
種
表
彰

加
藤 

芳
秋
さ
ん

※東京都 提供

左から渡邉喜助さん、安達久登さん、緑さん



５

　
タ
マ
ネ
ギ
の
べ
と
病
防
除
に
つ
い
て 

 

　

タ
マ
ネ
ギ
の
重
要
病
害
の
一
つ
に
、
べ
と

病
が
あ
り
ま
す
。
べ
と
病
は
カ
ビ
の
一
種
で
、

胞
子
に
よ
っ
て
感
染
と
発
病
を
繰
り
返
し
、

羽
村
市
内
に
お
い
て
も
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
栽
培
の
際
に
は
感
染
前
の
予
防
散
布

が
必
須
で
す
。
特
に
、
タ
マ
ネ
ギ
の
成
長
期

に
あ
た
る
三
～
五
月
は
、
べ
と
病
の
発
生
に

好
適
な
気
候
と
な
り
、
被
害
が
発
生
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
べ
と
病
の
対
策
を
行
い
、

品
質
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？ 

  

一　

タ
マ
ネ
ギ 

べ
と
病
の
症
状
と
特
徴 

 

十
月
～
十
二
月
頃
に
苗
床
や
定
植
し
た
本

圃
で
感
染
し
、
翌
年
二
～
三
月
頃
に
発
病
す

る
も
の
が
一
次
感
染
で
す
。
健
全
体
に
比
べ

図1　タマネギべと病

二　

発
生
環
境

 　

べ
と
病
の
感
染
お
よ
び
発
病
は
、
十
～
二

十
℃
前
後
で
起
こ
る
と
言
わ
れ
、
十
五
℃
前

後
で
特
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

胞
子
の
発
芽
に
は
適
度
な
水
分
が
必
要
な
た

め
、
高
湿
度
状
態
（
曇
雨
天
）
で
葉
面
の
濡

れ
が
一
～
二
日
続
く
と
感
染
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。 

 

三　

防
除
対
策 

（
一
）
耕
種
的
防
除 

　

圃
場
を
選
定
す
る
際
に
、
発
生
の
多
い
圃

場
で
の
連
作
は
避
け
、
圃
場
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

感
染
し
た
タ
マ
ネ
ギ
は
土
壌
中
に
す
き
込
ま

ず
、
圃
場
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

感
染
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を
す
き
込
む
と
、
胞
子

が
土
中
で
生
き
残
り
翌
年
の
発
生
源
と
な
り

ま
す
。 

（
二
）
化
学
的
防
除

 　

感
染
時
や
潜
伏
期
間
中
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の

異
変
を
肉
眼
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

発
病
し
て
初
め
て
症
状
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
発
病
後
の
散
布
で
は
十
分
な
治

療
効
果
は
期
待
で
き
な
い
た
め
、
感
染
前
の

予
防
散
布
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

散
布
時
期
と
し
て
は
、
①
定
植
か
ら
二
十
～

三
十
日
後
、
②
鱗
茎
が
肥
大
し
始
め
る
頃

（
早
生
種
で
三
月
上
旬
～
四
月
上
旬
、
中
晩

生
種
で
三
月
下
旬
～
四
月
下
旬
）
に
予
防
剤

を
散
布
し
て
下
さ
い
。　

　 
表１ タマネギのべと病登録薬剤（令和７年２月） 

農薬名 RACｺｰﾄﾞ 希釈倍率 使用時期 使用回数 

ｿﾞｰ ﾍﾞｯｸｴﾝﾃｸﾀ 21,49 3,000 収穫7日前まで 2回以内 

ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 21 2,000 収穫7日前まで 4回以内 

ﾋﾟｼﾛｯｸﾌﾛｱﾌﾞﾙ U17 1,000 収穫前日まで 3回以内 

ﾒｼﾞｬｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 11 2,000 収穫前日まで 3回以内 

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
よ
く
ラ
ベ
ル
の

内
容
を
確
認
し
て
ご
使
用
下
さ
い
。 

　

早
め
の
対
策
を
行
い
、
品
質
の
良
い
タ
マ

ネ
ギ
を
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

　
　

東
京
都
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

電
話　

０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４ 

　

薬
剤
は
同
じ
剤
を
連
用
せ
ず
に
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

て
草
丈
が
低

く
、
葉
が
湾

曲
し
黄
色
っ

ぽ
く
な
る
の

が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
二
～

三
月
に
感
染

し
、
そ
の
約

二
週
間
後
か

ら
発
病
す
る

も
の
が
二
次

感
染
株
で
、

葉
の
一
部
が

小
判
型
に
黄

白
色
化
し
ま

す
。 

 
 

そ
の
後
、
感
染
と
発
病
を
繰
り
返
し
、
四
～

五
月
に
か
け
て
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。



■　生産緑地地区追加募集のお知らせ

令和7年度生産緑地地区追加指定申請の受付を予定

しています。３００㎡以上の農地が対象です。詳し

い指定要件や申請書類については都市計画課までお

問合せください。

受付期間　5月12日(月)～5月26日(月)予定

　　　　　※土・日を除く

　　　　　午前8時30分～午後5時

受付場所　まちづくり部　都市計画課

　　　　　羽村市役所西庁舎2階

問合せ　　042-555-1111(内線276・288)

     

「はむら花と水のまつり202５」
　
　水上公園沿いの約150本の桜や水田に咲く
チューリップをお散歩しながら楽しんでみては
いかがでしょうか。
会場は、下記の図の場所です。

詳しくは市公式サイト、または広報はむらをご
覧ください。

６

【
編
集
後
記
】　

　

今
朝
、
北
西
の
吹
く
風
が
砂
を
巻
き
上
げ
、
窓
ガ
ラ
ス

が
強
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
気
圧
さ
れ
た
。 

　

さ
て
、
今
季
最
強
寒
波
が
二
度
く
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
た
（
２
月
19
日
時
点
）
。
上
空
５
５
０
０
ｍ
付
近
は

マ
イ
ナ
ス
42
℃
以
下
の
寒
気
の
中
心
が
東
北
北
部
を
通
過

す
る
。
日
本
海
側
の
各
地
で
雪
が
継
続
し
て
大
雪
を
伴
い

降
り
積
も
る
。
青
森
県
・
酸
ヶ
湯
で
は
翌
朝
（
２
月
20

日
）
６
時
に
積
雪
の
高
さ
４
９
９
㎝
を
記
録
。
そ
の
後
も
、

冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
き
警
報
級
の
大
雪
に
な
り
そ
う
と

し
て
い
る
。 

　

し
か
し
、
一
方
で
日
本
列
島
の
太
平
洋
側
は
花
粉
飛
散

情
報
も
届
き
始
め
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
毎
年
恒
例
で
あ

る
開
花
予
想
発
表
が
あ
っ
た
。
開
花
開
始
は
３
月
21
日
の

東
京
、
福
岡
、
高
知
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
厳
し
い
寒
さ
が
続
く
と
、
花
芽
の
休
眠
打
破
が
始
ま
り
、

今
の
寒
波
が
も
た
ら
し
た
影
響
も
加
わ
っ
て
、
春
の
暖
か

さ
が
広
ま
る
頃
は
、
や
が
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
開
花
へ
至

る
。 

　

こ
の
時
間
、
原
稿
を
書
く
試
行
錯
誤
の
間
に
そ
っ
と
ラ

ジ
オ
を
か
け
て
い
る
。 

　

２
０
２
５
年
３
月
22
日
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
１
０
０
年
の

誕
生
日
を
迎
え
る
。
明
日
も
、
そ
の
ラ
ジ
オ
か
ら
憩
い
の

番
組
が
つ
つ
が
な
く
届
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

一
記
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　【

編
集
委
員
】

　
　
　
　

宮
川
篤
、
井
上
淳
孝
、
阿
部
慎
也

　
　
　
　

下
田
壯
、
宮
本
健
司

　
　
　

【
事
務
局
】

　
　
　
　
　

羽
村
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
）

  

■ 農林業センサスへのご協力
　　　　　ありがとうございました

皆様のご協力により、無事調査できましたの
で、お礼申しあげます。集計結果は、農林水
産省の公式サイトで公表され次世代の農林業
の発展のために活用されます。

前期　さくらまつり
３月２２日(土)～４月６日(日)
午前10時～午後５時

後期　チューリップまつり
４月５日(土)～１５日(火)
午前１０時～午後５時


